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吉

田

清

信
室
が
源
室
門
下
第

一
の
上
足
で
あ
る
こ
と
は
、
七
箇
條
起
請

文
の
署
名
第

一
番
に
記
載
し
て
お
り
、
浸
後
起
請
文
に
多
年
入
室
の
弟

子
と
し
て
い
る
こ
と
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
信
室
出
家
の
動
機
は
租
父
顯

時

の
後
世

の
た
め
と
い
わ
れ
、
保
元
二
年
十
二
歳

(
源
室
二
十
五
歳
)
で

(
1
)

あ
つ
た
。

叡
室
入
滅
後
は
法
兄
の
源
室
に
師
事
す
る
の
で
あ
る
。

叡
室
は
西
塔
別
所
黒
谷
に
止
佳
す
る

一
遁
世
聖
で
圓
頓
戒
相
承
者
と

し
て
の
み

い
わ
れ
て
い
る
が
、
浮
土
源
流
章
に
叡
室
が
往
生
要
集
を
傳

持
し
て
、
源
室
に
傳
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
源
室
が
浄
土
教
に

接
す
る
の
も
叡
室
を
通
じ
て
で
あ
ろ
う
し
、
信
室
も
源
室
と
同
じ
く
、

叡
室
に
よ

つ
て
圓
頓
戒
と
浄
土
教
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

信
室
は
源
室
入
滅
後
、
門
下
の
中
に
あ

つ
て

「
法
蓮
上
人

ハ
、
戒

バ

カ
リ

コ
ソ
、
上
人

ニ
ハ
相
傳

セ
ラ
レ
タ
レ
、
浮
土
ノ
法
門

ハ
シ
カ
ラ
ス

(
1
)

云
々
」
と
の
流
言
が
あ

つ
た
。
こ
の
流
言
は
西
山
流
か
ら
出
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
信
室
の
圓
頓
戒
相
承
に
か
猿
る
實
力
を
も
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

二

源
室
は
師

の
叡
室
よ
り
圓
頓
戒
を
相
傳
し
、
生
涯
棄
て
去
る
こ

と
も
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
源
室
が
叡
室

の
黒
谷
別
所
を
縫
承
し

て
い
た
傳
燈
と
責
務
に
由
來
す
る
二
面
性
で
あ

つ
た
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
。

信
室
に
お
い
て
も
、
源
室
か
ら
戒
ば
か
り
相
傳
し
て
い
た
と
す
る
流

言
の
あ
つ
た
の
は
源
室
門
下
の
上
足
と
し
て
圓

頓
戒

の
相
承
を
師
よ

り
托
さ
れ
て
い
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
信

室

が
元
仁
元
年
十

一
月

(
2
)

廿
八
日

(信
室
七
十
九
歳
)
高
山
寺
樺
律
師
玄
朝

に
傳
授

し
た
戒

脈
に

叡
陸

源
室

信
室
-
玄
朝
と
見
え
、
源
室
と
叡
室
か
ら
の
相
承
を
併

記
し
て
い
る
。
了
恵
の
圓
頓
戒
血
脈
に
も
同
様

に
記
載
さ
れ
い
る
。
了

恵

の
天
毫
菩
薩
戒
義
疏
見
聞
に
よ
る
と

「
此
戒
傳
持
不
レ
絶
者
。
偏
是

上
人
別
徳
也
」
と
述
べ
、
叡
室
よ
り
源
室
が

一
乗
戒
を
相
承
し
て
明
雲

に
傳
授
し
、
明
雲
は
ま
た
後
白
河
法
皇
に
授
戒

し
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
源
室
が
高
倉
院
と
後
白
河
法
皇
に
授
戒
し
た
こ
と
は
四
十
八
巻
傳

(巻
十
)
及
び
傳
法
紬

(巻
二
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を

(3
)

作
儂
だ
と
し
て
中
澤
見
明
氏
が
往
年
否
定
さ
れ

た
こ
と
が
あ

つ
た
。

し
か
し
何
ら
決
め
手
に
な
る
資
料
も
存
し
な
い
の
で
、
恐
ら
く
傳
承
の
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誤
り
侮
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
了
恵
は
湛
空
の
藁
子
畳
室

(弘
安

九
年
七
月
廿
八
日
寂
)
の
講
義
を
記
し
た
の
で
あ
る
か
ら
後
白
河
法
皇
に

關
す
る
限
り
源
室
-
明
雲
-
後
白
河
法
皇
ど
い
う
傳
戒
系
譜
と
な
る
。

了
恵
が
戒
疏
の
義
理
を
問
う
た
の
に
封
し
、
湛
室
の
言
葉

と
し
て

「先
師
室
上
人
。
在
世
御
時
。
專
修

學
浮
土
法
門
↓
而
不
レ
學
二
此
戒

疏
殉
於
二決
澤
門
一者
。
本
所
レ
不
二庶
幾
一也
。
」
と
、
源
室
は
大
乗
圓
頓

戒
に
つ
い
て
門
弟
に
あ
ま
り
多
く
を
語
ら
な
か
つ
た
。
同
時
に
門
弟
に

あ

つ
て
も
師
に
尋
ね
る
こ
と
も
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
源
室
が
常
に

語
つ
て
い
た
の
は
圓
頓
戒
に
つ
い
て
事
理
二
戒
あ
つ
て
、
事
戒
に
は
持

犯
が
あ
り
、
理
戒
に
は
持
戒
の
み
で
犯
戒
す
る
こ
と
が
な
く
、

一
得
永

不
失
の
法
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
授
戒
の
開
導
の
詞
に

「
此
戒
三
世
常

佳
戒
法
。

而
有
二受
法

一無
二捨
法
鱒
有
レ
犯
不
レ
失
。
鑑
二未
來
際
↓
云
々
」

と
、
源

室
の
戒
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
源
室

は
戒
に
つ
い
て
の
論
著
を
つ
く
ら
な
か
つ
た
の
で
弟
子
達
も
多
く
を
知

ら
な
か

つ
た
。
そ
こ
で
了
恵
は
萬
壽
寺
の
長
老
畳
室
に
弘
安
三
年
二
月

十
三
日
圓
頓
戒
の
義
理
に
つ
い
て
學
ん
だ
の
で
あ
る
。

毘
室

は
湛
室
よ
り
圓
頓
戒
に
つ
い
て
學
ん
だ
が
、
師
の
滅
後
、
圓
頓

戒
の
経
疏
に
明
る
い
建
仁
寺
第
八
代
長
老
圓
琳
に
學
ぶ
の
で
あ
る
。
圓

琳
は
天
壷
座
圭
寳
地
房
謹
眞
及
び
泉
涌
寺
俊
祷

に
學

ん
だ

の
で
あ

つ

た
。
豊
室
は
圓
琳
に
つ
い
て
義
疏
を
學
ん
で
は
じ
め
て
湛
室
よ
り
の
相

傳
と

一
致

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
喜
挽
し
た
の
で
あ
る
。
了
恵
が
戒
義

を
學
ん
だ
弘
安
三
年
に
は
萬
壽
寺
の
佳
持
で
あ
り
も

弘
安
九

(
一
二
八

六
)
年
七
月
廿
八
日
に
入
寂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

魔
室
の
動
向
は
圓
頓
戒
の
相
承
に
か

る
問

題
で
あ
る
。
「錐
レ有
二

受
髄
幻
其
随
相
護
持
如
レ無
。
」
と
い
う
了
恵
の
記
述
に
も
表
現
さ
れ
て

い
る
が
、
圓
頓
戒
を
護
持
す
る
も
の
が
稀
で
あ
り
、
源
室
門
下
と
い
え

ど
も
圓
頓
戒
に
に
關
す
る
解
説
書
を
持

つ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
門
葉
記
の
内
容
と
源
室
が
語
つ
た
と
い
う
天
毫
菩
薩
戒
義
疏
見

聞
の
内
容
に
異
な
る
所
が
な
い
こ
と
か
ら
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
戒
脈

を
傳
え
る
た
め
の
ひ
た
む
き
な
努
力
を
我

々
も
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
と

お
も
う
。

圓
戒
の
義
理
を
傳
え
た
豊
室
の
師
湛
室
は
そ
の
師
信
室
よ
り
傳
授
さ

れ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
湛
室
等

は
源
室
が
天
毫

の
戒
疏

に
つ
い
て
解
説
し
な
か
つ
た
た
め
、
戒
師
と
し

て
源
室
と
同
じ
く
ら
い

名
聲
の
あ
つ
た
信
室
に
傳
授
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
戒
ば
か
り
相
傳
し
て
い
る
と
の
流
言
が
、
信
室

の
戒
師

と
し
て
の
地
位
を
他
の
門
侶
に
比
し
て
重
い
も

の
で
あ
つ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
浸
後
起
請
文
に
よ
る
と
、
源
室
は
黒
谷
別
所
の
す

べ
て

を
信
室
に
譲
渡
し
て
お
り
、
信
室
に
お
い
て
も
專
修
但
念
佛
の
相
承
と

は
別
に
戒
脈
を
傳
燈
す
る
責
務
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

三

叡
室
-
源
室
-
信
室
と
吹
第
し
た
戒
脈
は
青
蓮
院
系
の
正
受
戒

脈
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
慈
圓
は
仁
安
二
年
(

六
七
)

(
3
)

に
座
圭
明
雲
よ
り
受
戒
し
て
お
り
、
明
雲
は
源

室
に
安
元
二
年
以
前
に

受
戒
し
て
い
て
、
こ
の
關
係
か
ら
慈
圓
は
源
室
を
召
換
し
て
戒
義
を
聴

信

室

に
お
け
る
圓

頓
戒
相
承
に

つ
い
て

(
吉

田
)

二
八
五
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二
八
六

(
5
)

聞
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
源
室
は
慈
圓
を
評
し
て

「
近
來
ノ
座
圭
慈
鎭

和
尚

ホ
ト
戒
ノ
事
御
存
知
ア
リ
テ
、
受
戒
被
行
人

ハ
ヨ
モ
御
坐
セ
シ
」

と
述
べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
青
蓮
院
系

戒
脈
の
正
統
性
を
詮
明
す
る
た
め
の
も
の
で
、
源
室
の
授
戒
師
と
し
て

の
灌
威

の
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

「問

ノ

ノ

ニ

ノ

ハ

ヲ

今
相
承
中
濫
行
僧
無
之
欺
、
答
、
無
其
義
、
法
然
房
子
息
ヲ
モ
ケ
タ
リ

ニ

ノ

ナ
ン
ト
人
ロ
ケ
レ
ト
モ
常
存

ス
ル
ト
コ
ロ
バ
浮
行
僧
也
。
法
蓮
房
又
勿
,

ト

へら
ね

論
浄
行
也
。
此
爾
人
以
前
叉
浮
行
勿
論
也
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

源
室

・
信
室
共
に
浄
行
僧
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
下
級
僧
で
あ
り
な
が
ら

よ
く
圓
頓
戒
を
傳
持
し
き
た
こ
と
が
他
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
門
葉
記
に
は
源
室
の
戒
儀
に
至
る
ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
て
、
源
室
-
信
室
-
慈
胤
と
傳
持
す
る
慈
胤
に
よ
つ
て
記
さ
れ
た
も

(
6
)

の
で
あ
ろ
う
。
慈
胤
は
隆
寛
の
次
男
で
、
慈
賢
の
弟
子
で
あ
り
、
知
恩

(7
)

院
三
世
俊
輝
灌
僧
正
は
灌
頂
弟
子
で
あ
る
。
ま
た
、
-慈
胤
は
八
坂
康
樂

(
8
)

寺
で
俊
輝
の
師
で
あ
る
暉
快
に
も
授
戒
し
て
い
る
。

(
9
)

も
う

一
つ
の
系
統
は
信
室
-
湛
室

恵

尋
-
成
運
-
榮
運
-
法
親
の

系
譜
を
記
載
し
て
い
る
。
法
水
分
流
記
に
は
信
室
を
白
川
門
徒
、
湛
室

と
嵯
峨
門
徒
と
分
類
し
て
い
る
。
嵯
峨
門
徒
は
二
尊
院
を
接
鮎
に
正
畳

-
現
釜
と
相
傳
し
、

一
方
、
金
戒
光
明
寺
は
叡
室
-
源
室
-
信
室
-
湛

(
-

室
-
恵
尋
-
恵
顎
と
相
踵
い
で
い
る
。
四
世
求
道
恵
尋
は
智
光
門
下
良

忠
と
源
智
門
下
蓮
寂
と
の
爾
流
校
合
傳
承
に
あ
る
蓮
寂
に
湛
室
滅
後
師

事
し
鎭
西
系
の
支
配
下
に
入
る
の
で
あ
る
。

ノ

ヲ

ノ
(
8
)

信
室
の
語
る
言
葉
に

「依
二此
相
博
鱒
以
二所

得
戒
法
一爲
二
獲
得
戒
殉」

と
、
観
経
に
よ
つ
て
で
あ
ろ
う
が
議
得
戒
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
と

ノ

キ
サ
ミ

ヲ

ル

す
る
。
戒
髄
に

つ
い
て
は

「
此
戒
法
三
謁
磨
後

一
刹
那
之
刻
。
來
入
ニ

ノ

ニ

ス

ト

レ
ハ

ル

ハ

 イ

受
者
身
内
一
〇號
二之
戒
髄
殉
有
レ
信
來
。
無
レ
信
不
レ
來
」
と
、
戒
髄
と
信

の
相
即
性
を
強
調
し
つ
」
、

一
得
永
不
失
戒
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て

い
る
。

こ
れ
は
信
室
、
あ
る
い
は
湛
室
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
が
、
源

室
が
観
経
繹
や
逆
修
説
法
で
述
べ
て
い
る
持
戒
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

ま
つ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

四

信
室
に
つ
い
て
は
明
義
信
行
集
に
み
え
、
四
十
八
巻
傳
は
信
室

系
所
傳
を
参
考
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
信
室
系
門
徒

が
既
に
清
失
し
て
い
た
の
で
重
視
せ
ず
に
記
載

し
て
い
る
。
信
瑞
は
信

室
の
無
観
構
名
に
つ
い
て
述
べ
、
明
輝

・
聖
毘

・
静
遍

・
隆
寛

・
室
阿

等
を
併
記
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
源
室
門
下
の
中

に
位
置
づ
け
よ
う
と
し

て
い
る
。
無
観
稽
名
と
は
、
源
室
の
但
念
佛
を
意
味
し
て
い
て
、
西
山

謹
室
の
有
観
構
名
義
に
封
鷹
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

信
瑞
は

「
信
室

ハ
ス
テ
ニ
コ
レ
、
エ
イ
室
源
塞
相
傳
シ
テ
、
故
實
ヲ

ウ
ケ
タ
ル
ミ
ナ
リ
ト
テ

(中
略
)
コ
コ
ヲ
モ
・テ
静
遍
僧
都

ハ
、
法
蓮
房

コ
ソ
重
代
ノ
聖
契
ヨ
云
々
」
と
大
乗
圓
頓
戒
相
承
を
強
調
し
、
有
観
構

名
義
に
封
し
て
、
源
室
か
ら
の
傳
燈
を
静
遍
を
通
し
て
圭
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
修
理
亮
惟
忠
義
が
嘉
緑
二
年

の
秋
比
、

不
審
十
四
ケ
條
を
記
し

て
尋
ね
た
中
に

「在
家

ハ
往
生
シ
カ
タ
ク
候
力
」
と
の
問
に
封
し
て
、

持
戒
と
三
昧
議
得
を
否
定
し
て
但
念
佛
を
強
調

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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信
空
に
お

い
て
も
念
戒

の
二
面
性
を
持

つ
て
い
た
わ
け
で
、
傳
燈
の
護

持
が
い
か
に
大
切
に
せ
ら
れ
た
か
を
う
か
ぼ
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

信
室
が
源
室
滅
後
の
專
修
念
佛

の
長
老
と
し
て
の
位
置
に
あ
つ
た
こ

と
は
間
違

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
傳
法
縮
に

「元
仁
元
年
騨
正
月
、

大
谷
修
正
に
詣
、
梵
唄
引
之
後
、

念
佛
に
交
。
同
八
月
三
日
、
定
生
房

往
生
の
跡

に
、
五
日
、
法
蓮
上
人
の
沙
汰
と
し
て
、
以
二定
佛
一爲
二後
房

主
ご

と
あ
る
。
大
谷
と
あ
る
の
は
感
西
に
譲
ら
れ
た
吉
水
中
房

の
こ

ど
で
あ
り
、
源
室
の
墓
所
で
あ
る
。
感
西
は
正
治
二
年
閏
二
月
六
日

(
四
十
八
歳
)
に
入
寂
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
跡
を
信
室
が
管
理
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

信
室
は
大
谷
の
源
室
の
墓
所
を
定
生
感
聖
に
管
理
さ
せ
て
い
た
も
の

を
、
定
生
が
な
く
な
つ
た
の
で
、
定
佛
を
後
の
房
圭
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
知
恩
院
歴
代
に
二
世
源
智

・
三
世
道
宗

・
四
世
道
舜
と
な

っ
て
い
る
が
、
傳
法
紬
の
記
事
か
ら
は
三
世
道
宗
四
世
道
舜
に
定
生
、

定
佛
が
あ

て
ら
れ
る
か
と
お
も
わ
れ
る
。

初
期
の
源
室
墓
所
は
信
室
系
白
川
門
徒
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
疑
う
鯨
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
安
貞
元
年
四
月
廿
七
日
、
山
門

の
衆
徒
が
源
室
の
墓
所
と
同
年
七
月
四
日
に
は
、
そ
の
周
邊
に
集
ま
る

念
佛
聖
の
房
舎
を
破
壊
し
た
の
で
あ
る
。
安
貞
二
年
九
月
に
信
室
が
な

く
な
つ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
後
房
舎
の
復
興
は
傳
の
如
く
源
智
で
あ
つ

て
も
差
支
え
な
い
。
信
室
門
下
と
源
智
等
が
そ
の
任
に
あ
た
つ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
信
室
の
白
川
門
徒
は
初
期
專
修
念
佛
敢
團
に
占
め
る
位
置

は
鎭
西
系
の
四
十
八
巻
傳
の
如
く
輕
視
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
理
由
は
信
室
滅
後
、
白
川
門
徒
、
嵯
峨
門
徒
共
に
ふ
る
わ
な
か
か

つ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
問
題
は
別
の
機
會

に
ゆ
づ
り
た
い
。

五

源
室
滅
後
の
專
修
念
佛
敏
團
を
統
傘
し

て
い
た
の
は
信
室
で
あ

つ
た
。
信
室
は
專
修
念
佛
と
は
別
に
圓
頓
戒
脈

の
傳
燈
を
托
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
圓
頓
戒
と
專
修
念
佛
と
は
源
室
、
信
室
共
に
明
解
な
態

度
を
示
し
て
い
な
い
。
當
時
、
戒
脈
の
護
持

・
相
承
が
稀
で
あ
つ
て
み

れ
ば
、
戒
脈
を
断
絶
さ
せ
る
こ
と
へ
の
責
務
が
あ

つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
師
弟
の
持
つ
二
面
性
は
當
時

の
敢
界
の
在
り
方
に
あ
つ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1

明
義
進
行
集

2

高
山
寺
所
藏
文
書

3

眞
宗
源
流
史
論

三
十
七
頁

4

門
葉
記
第
百
八
巻

入
室
出
家
受
戒
記
補
六

5

門
葉
記
第
百
十
三
巻

入
室
出
家
受
戒
記
補
十
一

6

門
葉
記
第
百
十
三
巻
如
法
経
四

供
養
曾
と
し
て
建
保
二
年
五
月
よ
り

見
出
さ
れ
る
。

7

門
葉
記
第
三
十
九
巻

五
壇
法
四

8

門
葉
記
第
百
九
巻

入
室
出
家
受
戒
記
補
七

9

門
葉
記
第
百
十
巻

入
室
出
家
受
戒
記
補
八

10

黒
谷
誌
要
に
よ
る
と
信
室
は
源
室
の
遺
誠
を
守
り
草
庵
を
奮
態
の
ま
』

五
世
恵
顕
が
寺
院
化
し
た
と
し
て
い
る
。
九
世
僧
然
定
玄
に
至
つ
て
浮
華

院
と
兼
帯
し
て
よ
り
鎭
西
系
と
な
る
。
法
水
分
流
記
で
は
湛
室
系
に
記
載

し

こ
わ

け

で

あ

る
。

信
室

に
お
け

る
圓
頓
戒
相
承

に

つ
い
て

(
吉

田
)
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